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生命保険会社におけるテスト自動化の取組み

品質と事業成長の加速

オリックス生命保険株式会社

アプリケーション開発第二部 ウェブ受付チーム

松井 康浩

発表者の発言内容は、個人の見解に基づくものであり、
所属する組織の公式見解ではありません。
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自己紹介

松井 康浩

• 大学卒業後、Webアプリケーションエンジニアとして、物流、銀行、保険、ECサイトのシステム開発に従事。
• 2014年にオリックス生命保険株式会社に入社。
• 2020年よりTestingCoEとしてテスト自動化、開発とテスティングの分離、オフショア活用を推進。
• 2025年よりWeb申込みシステム、Web請求手続きシステムなどを保守するチームのマネジメントに従事。

オリックス生命保険株式会社

アプリケーション開発第二部 ウェブ受付チーム チーム長

趣味

プロフィール

(イメージを生成AIにて作成)
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本日のゴール

✓生命保険業界特有のテスト課題を共有する
✓当社におけるテスト自動化の取組みを紹介する
✓Autifyの活用事例を紹介し、再現性のあるアプローチとして
お持ち帰りいただく

本日の流れ

テスト自動化の

必要性

テスト自動化の

取組み
導入効果 今後の展開

採用募集の

ご案内
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保険会社特有のテスト自動化の必要性

✓  より魅力的な保険商品を速やかにリリースすることが、お客さま本位の一つであると認識している
一方当社の現実は新商品開発における工数の約5割はテスト工程で占めていることが分析の結果判明した

✓  主要システムだけで約50システムも存在し、日々保守をする必要がある
✓  ブラウザバージョンアップ、OSバージョンアップ、ミドルウェアバージョンアップの際にリグレッションテストが欠かせない
✓ ”生命保険会社のウェブサービス”を、お客さまが利用するシーンを考えると不具合は許されない

不具合が許されない環境で、「スピード」と「品質」を両立するには自動化が不可欠

テスト自動化

の必要性

テスト自動化

の取組み
導入効果 今後の展開

採用募集の

ご案内
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テスト自動化の取組みについて

✓ 当社では2020年よりテスト自動化ツールを導入し、リグレッションテストを中心に自動化を推進してきた
✓ 当時利用していた自動化ツールを当社で利用した際、複数の課題に直面した(*)
✓ 2022年からはAutify NoCodeを導入し、マルチブラウザテストの自動化にも着手。運用は定着した

テスト自動化

の必要性

テスト自動化

の取組み
導入効果 今後の展開

採用募集の

ご案内

従来（テスト自動化前） 2020年〜 テスト自動化開始 2022年〜現在

✓ 全て手動実行
✓ 必要な機種はレンタル
（バリエーションは限定的）

PCテスト

スマホテスト

✓ 全て手動実行

✓ 全て手動実行
✓ 必要な機種はレンタル
（バリエーションは限定的）

✓ リグレッションテストを自動化

✓ マルチブラウザテストを自動化
✓ 操作性の確認のみ手動テスト

✓ リグレッションテストを自動化
✓ マルチブラウザテストを自動化

(*)直面した課題

➢ 自動化スクリプトを作り込みすぎてメンテナンスが追いつかない
➢ 当社環境では実行が安定しない
➢ サポートに問合せしても解決するケースは少ない

Autify NoCode利用＋現場主導で得られた効果

➢ UIベースのツールで習得が容易
➢ 環境依存のトラブルが減りテスト実行が安定
➢ カスタマーサポートの仕組み、品質が素晴らしい
➢ 「口コミで広げる」アプローチで、定着率が高い
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実機テスト以外は原則Nexus実機テスト

テスト自動化の取組みについて

✓ エンドツーエンドテストを対象とし、そのなかでもテスト自動化に適しておりかつ手動で実施することに時間と労力がかかる
マルチブラウザテストとリグレッションテストを自動化することとした

テストレベル テストタイプ

システムテスト サイクルテスト

移行テスト

現新比較テスト

マルチブラウザテスト

リグレッションテスト

探索的テスト

性能テスト

限界性能テスト

ロングランテスト

セキュリティテスト

運用テスト

障害テスト

本番接続テスト

探索的テスト

システムテストの標準テストタイプ

リグレッション
テスト

• 改修により既存機能にデグレードが発生していないかを確認する
• テスト期間中の欠陥対応により、テスト完了機能にデグレードが発生していないかを確認する
• ブラウザバージョンアップ、OSやミドルウェアのバージョンアップ時の影響確認
• 自動バージョンアップを謳うクラウドサービスのリグレッションテストは顧客企業が責任をもって実

施する必要がある

マルチブラウザ
テスト

• さまざまなPCブラウザ、モバイルブラウザや異なるバージョンで表示内容に影響が出ていないこ
とを確認する
※ 当社のマルチブラウザテスト事情・・・（詳細は次ページ）
・検証端末は鍵付きキャビネットに保管しチーム間で貸しあっている
・エビデンス取得は必須、エビデンスを整形し、ビジネス部門への提出が必要

テスト自動化対象

Autifyの
使い分け

テスト自動化

の必要性

テスト自動化

の取組み
導入効果 今後の展開

採用募集の

ご案内
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✓ 定期的に(週1回)繰り返し自動で実行することにより、早期に不具合を検知することができる
✓ テスト自動化において最も肝要なのは、運用開始後テスト結果や環境変化に応じて断続的にシナリオをメンテナンスすること

月 火 水 木 金 土 日

ツールによる
自動実行

社員

iOS実機
定期実行

Andoroid実機
定期実行

結果確認

AutifyではiOS約50環境、Android約50環境でのテスト実行が可能。
私が保守している一般のお客さま向けシステム（WEB請求手続きシステム）では、
右記の環境で毎週定期実行をしている。

必要に応じてシナリオのメンテナンス
AIがシナリオのメンテナンスを支援

テスト自動化の取組みについて
テスト自動化

の必要性

テスト自動化

の取組み
導入効果 今後の展開

採用募集の

ご案内
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導入効果(250分⇒30分に短縮した)

✓ 約70ステップのテストを3機種で実行したケースによって得られた効果は以下のとおり

テスト端末の準備

・テスト端末の用意

・充電、設定など

・OSバージョンアップ

テスト実施

・テスト端末数分、打鍵

・全操作の画面キャプ

チャ取得

画面キャプチャ移送

・テスト端末から社用

端末へ移送

エビデンス作成

・画面キャプチャの貼り

付け

・テストケースを紐づけ

テスト端末の片づけ

・キャビネットへ保管

テスト結果検証

・期待値との一致確認

＋10分 ＋120分 ＋20分 ＋60分 ＋30分

【従来：手動テスト】

Autifyでテスト実行

・事前に自動化用シナ

リオ作成が必要

・設定により自動実行

テスト結果検証

・期待値との一致確認

＋60分 ＋30分

【現在：Autifyを使った自動テスト】
拘束時間：250分

拘束時間：30分

＋10分

テスト自動化

の必要性

テスト自動化

の取組み
導入効果 今後の展開

採用募集の

ご案内



R205
G20
B50

R30
G65
B145

R235
G95
B15

R110
G95
B170

R100
G160
B70

R235
G85
B105

R230
G165
B0

9
Copyright © ORIX Corporation All rights reserved.

ORIX Life Insurance Corporation

※ テンプレートデザインの個別編集禁止

手動によるテスト実行
リグレッションテストは自動化することが

当たり前になった

テストシナリオが機能追加に追いつかず

気が付いたら陳腐化

テストシナリオの修正量が少ない段階で

メンテナンスできるようになった

リグレッションテストの実施自体

バラつきがあった

リグレッションテストを実施することが

当たり前になった

手動によるテスト実行
テスト実行は自動化

何度も繰り返し実行することが可能

限られた機種でのテスト
100以上の環境でのテスト実行可能

(機種、バージョンの組合せ)

エビデンス作成
結果確認、エビデンスは自動出力

不備の場合のみ内容確認

スマートフォン実機の手配、利用調整

鍵付きキャビネットへの出し入れ
不要

工数削減

品質向上

マインド変革

✓ この取組みを通じて、社内全体で品質に関するマインドが変わってきたことが大きいと感じている
✓ 定期的に自動テストが動いていることで、安心して少しずつ機能追加ができ、結果として継続的に機能拡充ができている

リグレッションテストの検証内容は

有識者の感覚によって実施

リグレッションテストとして必要な

テストケースを見直した

導入効果
テスト自動化

の必要性

テスト自動化

の取組み
導入効果 今後の展開

採用募集の

ご案内
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今後の展開について

一部システムからリグレッション
テストの自動化を開始

本部会議でテスト自動化の
背景・目的を改めて周知

2020年10月～

2022年4月～

テスト自動化ツール
調査・分析

2020年6月～

リグレッションテスト自動化完了
マルチブラウザテスト自動化完了

2024年3月

✓ IT部門でのテスト自動化運用は定着したので、次は業務部門におけるユーザー受入れテストでの活用を検討している
✓ IT/業務協働で商品リリースサイクル全体の短縮を目指す

業務部門のユーザー受入れテストで
利用開始を検討

2026年3月

テスト自動化

の必要性

テスト自動化

の取組み
導入効果 今後の展開

採用募集の

ご案内
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オリックス生命 IT本部で「事業会社×ITプロフェッショナル」という選択を
IT専門職制度 × 積極的なIT投資 × 最新テクノロジー

ITプロフェッショナルが事業会社を選ぶ理由

IT投資に積極的な事業会社

直近5年で保険料収入約1.6倍。業績を背景に、

クラウド・モダナイゼーション・データ活用など

への投資を継続。

IT専門職制度で「技術で」報われる

エキスパートとしての評価軸を明確化。

管理職でなくても高年収（上限1,800万円）を

目指せるキャリアパス。

上流工程と最新技術に触れられる現場

情報子会社を持たず、本社IT本部で企画〜運用まで

フルライフサイクルを担当。

クラウド・セキュリティ、データ基盤案件が
多数進行中。

数字で見るオリックス生命IT本部

IT本部社員数

158名

パートナー数

100社超

約790名

変更実現数

2,800件

本番障害発生率

0.7%
※2024年度末時点（アプリ・インフラ全変更を含む）

IT専門職 18領域×7レベルのキャリアパス

エントリー

初級

中級

上級

主席(Expert)
多様な専門領域

・ITストラテジスト

・アーキテクト

・プロジェクトマネジメント

・クラウド / セキュリティ

・SRE など

AWS・PMP・情報処理安全確保支援士など資格取得・研修を積極支援

現在、こんな方を特に歓迎しています

生命保険・金融系のシステム開発 PM・PL
（中〜大規模案件の経験者）

クラウドアーキテクト / インフラエンジニア
（AWS・ネットワーク・ゼロトラストなど）

セキュリティエンジニア / CSIRT・SOC経験

企画〜要件定義の上流工程志向の方

オリックス生命 IT専門職 採用

詳しい募集ポジション・働き方はこちら

テスト自動化

の必要性

テスト自動化

の取組み
導入効果 今後の展開

採用募集の

ご案内
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ご清聴有難うございました

本発表に関するお問合わせ先

オリックス生命保険株式会社

アプリケーション開発第二部

松井 康浩

yasuhiro.matsui.rg@ins.orix.jp
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